
江東YMCA幼稚園の母体は
清水井商店

東京YMCA学院　堀口廣司

江東YMCA幼稚園の前身は清水井商店（店
主：深町教蔵さん）のお味噌屋工場の託児所
から始まりました。太平洋戦争中は閉園とな
り深町さんは群馬県に疎開されました。
赤城山麓南面の深町さんを慕い多くの人が集まりました、そ
の一人の松沢幼稚園の園長大崎治部さんご夫妻は子どもたちのお
世話を始め、終戦の年にはクリスマスをしようと牧場の牛乳と小
麦粉でホットケーキを作り、とっておきのお砂糖をかけてクリス
マスケーキを作ったそうです。その時のケーキ？の甘さは今でも
思い出すと教蔵さんのご子息（顕さん）は話していました。停電
用のろうそくの光の中のキャンドルだったかもしれません。空腹
への我慢と敵国への憎しみから解放された平和を象徴するホット
ケーキでした。
終戦から5年後に深町さんは、工場の託児所をご寄贈くださり、
YMCA育心保育園がオープンしました。1970年には江東YMCA
幼稚園。1981年に学校法人を取得し、東京YMCA江東幼稚園が
開園しました。群馬に残った、大崎治部先生ご夫妻の「森の幼稚
園？」は赤城育心保育園となり、現在は「赤城育心こども園」と
なり、子育て支援センターと自宅での生活が続けられるよう高齢
者通所介護サービスセンターを併設運営しています。
80年前に味わったホットケーキの甘さが江東YMCA幼稚園に
なり、赤城育心こども園になりました。大崎先生のお宅での小
さなクリスマス会での微かなお砂糖の甘さは「戦争は終わった。」
平和の味でした。
「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と
呼ばれる。」(マタイによる福音書 5章 9節 )子どもたちは平和
の天使です。ガザやウクライナの現地のYMCAの子どもたちに
一日も早い平和が訪れるよう祈る師走です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キリスト教理解／ IBC

11月会員数 11月出席者 11月出席率 アクティブファンド ニコニコボックス クラブ役員
22名 メンバー	 15 名 71％（15/21） 10月まで 1110524 29200 会長 相川　達男

メネット	 11月分 0 11月例会スマイル	 0 副会長 小松　重雄
内広義会員2名 コメット 会計 駿河　幸子

ゲスト	 書記 山﨑　常久
休会 1名 ビジター	 残高 1110524 累計 29200 直前会長 大原真之介

連絡主事 井口　　真

12DEC

国際会長　シャナヴァスカーン（インド）
主　題：“Together for better world”
 「より良い世界のために、共に」
スローガン：“Arise and Shine”「立ち上がろう、そして輝こう」
アジア太平洋会長　ジョウン・ウォン（香港）
主　題：“Make a Great Impact”
 「大きなインパクトを起こそう」
スローガン：“Be Bold and Serve by Faith”
 「大胆に、信念をもって奉仕しよう」
東日本区理事　山田公平（宇都宮）
主　題：“Our Future Direction”
 「ワイズの方向性を見極める」
スローガン：“Youth Empowerment”
 「ユースエンパワーメントを YMCA と共に」
関東東部部長　山本剛史郎（川越）

［主　題］ “We may be weak, but we are never 
powerless!”「我々は微力かもしれないが、無力で
はない！」

2024〜2025年度

東京江東ワイズメンズクラブ
ブリテン
地域、若者、子供達の為、
そして自分たちの為の江東ワイズ

東京江東クラブ会長 相川達男

12月本例会（クリスマス例会）
とき	 2024 年 12月 15日（日）　17:40 ～
ところ	 アンフェリシオン
会費	 メン 10,000 円、メネット 8,000 円、ゲスト 7,000 円
受付	 駿河幸子さん、酒向裕司君

プログラム

一部　クリスマス礼拝　
司会　小松康広君

前　奏
讃美歌	 １０３番「まきびと	ひつじを
聖　書	 	マタイによる福音書２章１－１１
奨励題	 『神の導く光』
奨　励	 小松　美樹牧師　（日本キリスト教団　向河原教会）
献　金　
祝　祷
後　奏

二部　祝会
司会　山﨑常久君

開会点鐘	 会長　相川達男君
会長挨拶	 会長　相川達男君
食前の感謝	 駿河幸子さん
乾杯	 山﨑常久君
会食・懇談
参加者紹介	 井口真君
余興・プレゼント交換
ハッピーバースデイ・結婚記念日
スマイル・各種報告
閉会点鐘	 会長　相川達男君

ハッピーバースデイ　　本間剛君　　
結婚記念日　　　　　　菊地夫妻　　

今月の聖句

「主は羊飼いとして群れを養い、御腕をもって集め／小羊をふと
ころに抱き、その母を導いて行かれる。」

（イザヤ書　４０章１１節）

今月の
強調テーマ
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ユース例会
本間 剛

11月 21日 ( 木 ) の本例会は、恒例のユース例会でした。
本年度の、全国リーダー研修会 ( 以降全リー研 )、お楽しみ

保育に参加したリーダー達から、それぞれ報告してもらった。
全リー研報告は、ぱむ、くろリーダーより、国立岩手山青少年
交流の家で開催された様子を生き生きと伝えてもらった。

前途洋々～可能性は無限大～のテーマで、自分達の可能性な
どを確認した 3 日間だったそう。

・” 肯定的な ” バカになる  ・ファーストペンギンになるなど
自分達を鼓舞しながら、理想のリーダー像を模索したとのこと。
何より全国から集まった他エリアのリーダー達から、人権かる
たの作成や、いじめ撲滅を掲げ、大いに盛り上がっている様子
などを聞きつけ、多くの刺激、多くの学びを受けたとのことで、
報告中の皆の目も輝いていたのが印象的でした。

出張先からの飛び込み参加だった為、お楽しみ保育の報告が
聞けず、大変残念でしたが、例会を通じての、ころ、きなこリー
ダーの発言を聞いていて、大いに刺激を受けてきた様子などを
報告してもらったのではと感じた。わが娘たちと同世代のリー
ダー達が、活躍している様を見ているのは、大変頼もしく思う。

今回もゲスト参加のリーダー達も多く、皆の報告を聞きなが
ら、更に刺激を受けたことと思う。ワイズとして、彼らに協力で
きることを引き続き考えながらも、毎回、リーダー達から多く
の刺激を受けるのを今後も楽しみにしたいと思う。前年よりト
ライしている、軽食を持ち込んでのリーダー達と談笑する場を
セッティングすることについては、今回は時間配分からあまり交
流の場が持てず、残念ではあったが、それだけ、リーダー達の
報告が充実していた証とも思う。

我がクラブも直近で、リーダー OB、OG の入会で大いに活
性化していることも有るので、引き続き、刺激し合い一緒に活
動出来るメンバーが増えればと思うと共に、彼ら彼女らの成長
の助けに、引き続きなれればと改めて思った夜でした。
（参加者：　　　　　　　　）

川越ワイズメンズクラブ設立25周年
記念例会、懇親会に出席して

藤井寛敏

１２月１日　掲題記念例会・懇親会が川越駅近くのレストラン
エルミタージュで行われた。約 50 名の日本各地からのワイズが

お祝いに駆けつけ、相川、小松、酒向ワイズと共に出席した。
　通常例会のセレモニーの後、実行委員長の利根川恵子ワイズ
のあいさつがあり、東日本区理事山田公平ワイズの祝辞、DBC
の北九州クラブのビディオによるメッセージのあと、山本剛史郎
ワイズにより２5 年の歩みがパワーポイントにより紹介された。
設立当初からアースデ―イン川越やチャリティーランなど地元埼
玉 YMCA 川越センターに密着した様々な内外の活動を繰り広
げてきた。２０１６年利根川恵子ワイズが東日本区理事に就任
し、地元で東日本区大会をホストした。２０１８年より彼女がア
ジア地域書記、国際事業主任、国際議員、アジア太平洋地域
会長と多忙な数年は地域活動をしながらクラブ一丸で彼女を支
えた。そして２０２４年の 6 月の東日本区大会で東日本区最優
秀クラブとして表彰されたことはこの１０年間の皆様の頑張りへ
のご褒美であったと思う。25 年の間に会員の異動もあったよう
だが有力会員の工藤ワイズ、鎌田ワイズの悲しい逝去も経験し
た。

懇親会に移り、利根川太郎会長の歓迎の言葉、親クラブの東
京クラブと埼玉クラブの会長からの祝辞があり山本関東東部部
長の音頭で杯を上げフルコースの食事をいただいた。

参加者の紹介があり、その中でこの11月にチャーターナイト
を行ったばかりの大和クリエイティブ Y サービスクラブの会長
の小松仲史ワイズが紹介され、お祝いと将来の発展への期待を
込めた大きな拍手を浴びた。懇親会の間中、全体に落ち着いた
雰囲気の中で食事とワイン、日本酒を楽しんだ。素晴らしい会
であった。

川越クラブの将来に幸あれ！！

江東YMCA「つながる」バザー、
ご来場ありがとうございました！！

滝沢圭太

某日、移動中駅のホームで突然相川会長からの着電。「けーた、
バザー委員長行ける？大丈夫！行ける！」

悩む間もなくバザー委員長デビューを迎えた今年のテーマは
「つながる」。これはシンプルでありつつも、江東センターらしい
とても良いテーマだなと感じました。

そして迎えた当日。バザー委員長の最重要ミッションは天気
を持たせること。雨が降るか降らないかのギリギリ（アウト？）
の天気ではありましたが、なんとか最後まで大雨にはならず、
在園児と保護者、リーダー、地域の方々、卒園生からリーダー、
先生の OBOG まで、多くの方々に来場いただくことができまし
た。あらゆる場所で行われた同窓会、リーダー 40 周年を迎え
たバンバンの感涙など、園内を回っていても、これまでの江東
YMCA のつながりを色濃く感じられた1日でした。

そんな「つながる」バザーを支えてくれたのは、何よりも準備
を手伝っていただいたスタッフの皆さん！当日前日はもちろん、
かなり前から打ち合わせも含めてご準備いただき、本当にあり
がとうございました。時代に合わせ、皆さんが最小限の負荷に
なるよう工夫いただき、これまでつながってきたバザーを未来に

「つなげる」工夫をしてくれたことに、心より感謝申し上げます。
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卒園しても、大人になっても来られる、バザーに来たら誰か
に会える、そんな「つながる」バザーを作ってきてくれた過去の
先生、リーダー、保護者の皆さん。そして今回、未来に「つな
がる」バザーを作ってくれた先生、リーダー、保護者の皆さん。
本当に皆さんの支えがあって、これまでも、そしてこれからも江
東 YMCAで「つながる」バザーを作っていけるものと感じてい
ます。

皆さんのおかげで大きな問題もなく、当日唯一アナウンスさ
れた迷子のお知らせは（かき氷に並んでいた）我が子だけ。本
当によかったです。

拙いバザー委員長ではありましたが、家に帰って子どもに、「パ
パ、楽しかったね！またバザー委員長やれるといいね！」と言っ
てもらうことができ、充実した一日にすることができました。あ
りがとうございました。

バザー打ち上げ報告
相川達男

今年も恒例の江東バザーを盛況のうちに終了する事が出来ま
した。ワイズ担当のヤキトリ、そば・うどんも完売し、他のブー
スもＹスタッフ、保護者、リーダー、子供達みんなで盛り上げた
素敵なバザーとなりました。バザー終了後、リーダーＯＢ、ワイ
ズの有志で打ち上げの会を催すこととなり、バザー打ち上げの
聖地、扇橋の「ぜっこうちょう」（旧養老乃瀧）へ。この地はか
つて参加者 80 名越え、店のビールを全て飲みつくした伝説の
バザー打ち上げが繰り広げられたあの店です。ワイズからは佐
藤さん、酒向さん、滝沢さん（今年のバザー委員長）、高橋さん

（産休中）、相川が参加。他にリーダー名でリボン、ナナ、パンダ、
ドンキー、エナリ、ターちゃん、こまっちょ、等々そしてこのリー
ダーＯＢ達の子供達が集まってくれました。其々のリーダー達が
それぞれのタイミングで関わってきた江東ＹＭＣＡのバザーや、
キャンプ、サッカープログラム、幼稚園プログラムなどの事、「自
分がリーダーで受け持っていた子が立派な社会人になっていて今
日再会してびっくりした」等々話題が尽きる事はありません。江
東ＹＭＣＡのバザーは単なる幼稚園のバザーではなく、江東ＹＭ

ＣＡが築いてきた歴史とそれに関わってきた多くの人々が里帰り
をする貴重なイベントである事を改めて感じました。江東バザー
は同時に江東ホームカミングデイなのだなあと思ったバザー打
ち上げでした。

区民まつり及びバザー打上報告
島田徹

11 月 15 日 19 時より焼鳥なごみにて区民まつりとバザーの
お疲れ様打上会が行われた。

我が江東クラブは小松会長が仕切り幼稚園からは駿河園長
他原田先生と國井先生が出席された。区民まつりを手伝った島
田メネットが勇んで伺ったが同じく手伝った相川メネット山崎メ
ネットも伺えれば良かったのに遠慮されたのだろうか。なんだ
か久しぶりに女子含め集まったのだがいかんせん人数が少なす
ぎる。ワイズメンのクラブで羨望の若手のいる江東クラブがま
とまらなきゃいけません。区民まつりでは 2 日間営業したのは
久しぶりですし、活躍した若手が中心にやって欲しかったが皆忙
しいからね。良い機会を生かすも殺すもまず集まらなきゃ始ま
りません。お疲れ様の打上はもっと集まりましょうと小言を藤
井さんに代わって言いましたが焼鳥お酒堪能しました。
（出席：相川、藤井、小松、酒向、駿河、原田先生、國井先生、島田、
島田メネット）

東京江東ワイズ　　2024年 11月　役員会議事録

2024 年 11月28日（木）19：00～ＹＭＣＡ江東センター　ＺＯＯＭ付
参加者：相川、酒向、駿河、山﨑（小松＆井口、病欠）
議題

１．１２月予定に関して
・12/8（日）　クリスマスオープンハウス　東陽町
　�うどん蕎麦担当。汁をシマダヤのリクエストも一部に。詳細未着、入手
次第展開

・12/15（日）　クリスマス例会　アンフェリシオン　
　�1730 時礼拝　1800 時祝会　会費メンバー１万円、メネット８千円、
ゲスト７千円
　�子供無料、教職員はワイズと園で折半なので実質無料、リーダー無料、
各自２千円相当プレゼント持参

　�被り物等＆プレゼント交換用番号札準備ｂｙ大原、礼拝牧師小松ワイフ、
進行小松、音楽いぐひむ、祝会　司会山﨑、乾杯柳沢、趣向は現時点
ではプレゼント交換（各スピーチ付）のみ
　�誘う面 （々担当）次の通り　前野家（相川）、西澤家（相川）、高松家（山
﨑＆大原）、藤波嬢（大原）、佐藤家（井口）、辻家（井口＆にい）、中川家（滝
沢）、草分（駿河）、小松（駿河）、堀口学院長（駿河）但し草分、小松、
堀口の御三方は仲間なのでメンバー料金とする

★新年落語寄席例会にも全員をメンバー料金で誘う
２．鈴木さんご提案の親子リンパマッサージ例会
　講師料金、例会内容等、情報が不足しているので鈴木に内容確認の上、
前向きに検討

３．その他
・１月新年例会に山田氏（十勝）参加
・忘年会はオフィシャルには開催しない
・�木場公園チャイルドガーデンの準備が進んでいないので至急、井口より
木場公園に確認の上で話を詰める

東京江東ワイズ　　2024年 12月　第1例会議事録

2024 年 12月5日（木）１９時　ＹＭＣＡ江東センター　ＺＯＯＭ有
議題

１．１２月 1月予定に関して
・12/8（日）　クリスマスオープンハウス　　東陽町
　９時東陽町センター集合、参加者　相川、井口、△酒向、来るやも島田
＆鈴木
　汁は業務用スーパーで準備済み、しまだや案 ×
・12/15（日）　クリスマス例会　アンフェリシオン
　スタッフ手配の都合から祝会 1830 時開会が肝。逆算で礼拝スケジュー
ル組み。
　1710 時６階集合 1715 受付開始 1730 入場 1740 礼拝開始 1810 頃
礼拝終了
　1830 頃開会　会費メンバー１万円、メネット８千円、ゲスト７千円　
２千円相当のプレゼント各自持参でプレゼント交換　
被り物等＆プレゼント交換用番号札準備ｂｙ大原、礼拝牧師小松ワイフ、
進行小松チョ、音楽いぐひむ、祝会　司会山﨑、乾杯柳沢、趣向は現時
点ではプレゼント交換（各スピーチ付）のみ
　誘う面々（担当）次の通り　前野家奥さんの意向確認中（相川）、西澤
家気球で不参加（相川）、高松家確認中（山﨑＆大原）、藤波嬢確認中（大
原）、佐藤家８日に確認（井口）、辻家御子息リーダー活動で不参加、保
護者はこれより確認（相川）、中川家未確認（滝沢）、草分確認中（駿河）、
小松家４人で参加（駿河）、堀口学院長不参加（駿河）但し草分、小松、
堀口の御三方は仲間なのでメンバー料金とする
小松牧師への謝礼は献金とは別に準備
・1/25（土）　　新年例会
　アンフェリシオ地下１階リーベ１７時～　会費８千円。師匠の寄席を盛
り上げるべくクリスマス例会に呼びかけた面々にも担当から声をかける。十
勝クラブ山田氏参加会費無料。
・木場チャイルドガーデン　球根植え
　１２/21（土）９時～　農作業のできる汚れていい恰好で。軍手もあっ
たほうがいい。球根 500個は香取さん準備。

２．鈴木さんご提案の子供リンパマッサージ講師例会（2月予定）
　2/15（土）午前中にレクホールで開催。同時進行で園行事こぐまに来
ている親子にも声をかける。在園児にも声をかける。ワイズの例会との位
置づけに無理があるので本例会は別に開催。ワイズ理解を主旨としたレク
チャー例会とすべく若手に極力、出席を呼び掛ける。出席者を増やすべく
開催日を第３木曜日から移すことも視野に入れる。

３．その他
　太田さんの奥様よりワイズポテト購入を今年にて終了との連絡を受け次
の行動に移ることに。①今までの太田さんへの感謝の気持ちを記念盾にし
て贈呈する。盾は堀商会に打診する。②社会福祉協議会に太田さんより贈
呈されていたジャガイモ３００箱に関しその行き先を調査する。また贈呈終
了による影響も調べる。ワイズとして何かできることがないか模索する。
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バザーの最後まで残っているワイズは少なかったが、リーダーOBと打ち上げを合流して盛り上がった。多くが 20年前の打ち上げにも参加してい
るのでは？。継続は力なり？？。Y.S
バザーを通じて、時代が変わってもサステナブルであることの偉大さを感じました。サステナブルなワイズ目指して頑張らんと。B.B

今後の予定（2025年 1〜 2月）

1/11（土）	 在京合同新年会
1/25（日）	 新年例会
1/30（木）	 役員会
2/6（木）	 第一例会
2/15（土）	 親子リンパマッサージイベント
2/20（木）	 例会
2/27（木）	 役員会

江東コミュニティーセンター＆幼稚園
＝江東ＹＭＣＡの報告

出張　きなこもちの会

　11 月 14 日（木）「出張　きなこもちの会」が開かれました。
　卒園児の保護者で組織される読み聞かせサークル「きなこもち」
が墨東特別支援学校で　出張読み聞かせを行いました。この春の
小松橋青少年対策委員会懇親会で、校長先生とお話をし、YMCA
にできることがあればとお声がけしたところから始まったボランティ
アです。幼稚園の中にとどまっていたボランティアが、地域に出てい
くことになりました。堀ワイズのお連れ合いが中心となって引っ張っ
てくださいました。恐る恐る（？）行った読み聞かせも大変好評で、
次回は冬の会が行われる予定です。

ずっきーの親子タイルクラフト講座

　11 月 26 日（火）16 時から 18 時まで、ずっきーこと鈴木ワイ
ズのご指導による、親子タイルクラフト講座が開催されました。12
組 26 人の参加者で、大変にぎやかに盛り上がりました。
　様々なサイズや色のタイルを組み合わせ素敵な作品を作り上げる
と、親も子も笑顔がはじけました。

アドベント～クリスマス　　
　12 月中旬には冬休みに入ってしまう幼稚園は、一足早く（お店
やディスニーと同じくらい？）アドベントに入ります。先生方は子ど
もたちが自然にクリスマスの意味を知り、それを楽しみに待つ雰囲
気を作り上げていきます。幼稚園の中は徐々にクリスマスらしく飾ら
れ彩られていきますし、生誕劇を練習していくこと自体が礼拝になっ
ていきます。子どもたちの柔らかな心に、あたたかな明かりがとも
るようなクリスマスの思い出が形作られ、それが生涯にわたってそ
の人を温めてくれるよう祈ります。

江東センター＆幼稚園の予定
▼幼稚園終了式：12 月 20 日（水）
▼休館：12 月 28 日（土）～ 1 月 5 日（日）
▼幼稚園始園式：1 月 10 日（金）
▼幼稚園お餅つき：2 月 6 日（木）
▼オール江東ファミリースキー：2 月 1 日（土）～ 2 日（日）
▼オール江東雪遊びキャンプ：2 月 7 日（金）～ 9 日（月）

オール東京の報告
１．ボランティア派遣と「のと未来キャンプ」
　9 月 21、22 日に石川県能登地方の豪雨被災者支援のため、全
国ＹＭＣＡが連携して輪島市町野町にボランティアを派遣している。
11 月末までに全国ＹＭＣＡで延べ 175 名（内東京ＹＭＣＡの学生
ボランティア、スタッフは 37 名）が、泥かきや物資の仕分けなどの
支援活動に従事した。また東京ＹＭＣＡでは 11 月 2 日～ 4 日に輪
島市、七尾市、穴水町、志賀町の小学生 14 名を招待し、「のと未
来キャンプ」を国立能登青少年交流の家で実施した。参加者はレク
リエーションやキャンプファイヤーなどを楽しんだ。
２．11 月 15 日～ 17 日、「第 23 回日本ＹＭＣＡ大会」

「Link! ～ [ 私 ]、ＹＭＣＡ、世界、そして未来～」をテーマに
ＹＭＣＡ東山荘で開催され、全国ＹＭＣＡからユースボランティ
ア、会員、職員など約 215 名（東京ＹＭＣＡから 21 名）が参加
し、オンラインでは 94 名が視聴した。基調講演、「世界ＹＭＣＡ 
VISION2030」の学び、全国ＹＭＣＡの日本一自慢、会員表彰等
のプログラムが持たれ、活気ある大会となった。
３．今後の主な行事予定
・ 「 職員クリスマス礼拝」12 月 17 日　会場：日本基督教団霊南坂

教会、説教：金迅野牧師（在日大韓基督教会横須賀教会）　奏楽：
飯靖子氏（東京ＹＭＣＡ理事）

・「ソシアスフォーラム 2024」2 月 1 日　会場：山手センター
・ 「 第 900 回記念早天祈祷会」2 月 3 日　説教：古賀博牧師（日

本基督教団早稲田教会）会場：山手センター（懇談会も予定）
　・ 「全体職員研修会」2 月 11 日　会場：社会体育・保育専門学

校  講師：佐渡加奈子氏（認定 NPO 法人カタリバ アダチベー
ス拠点責任者）

・「総主事就退任式」3 月 29 日　会場：日本基督教団霊南坂教会
　司式：古賀博牧師（日本基督教団早稲田教会）　
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